
フォト句会 ２２年７月度成績

開催日： ７月１１日（月）

時 間 ： 1５時～17時

場 所 ：セー１０５号室

出席者 ： ９名＋見学参加１名

写真出題 ：三 春



出題者：大月和彦
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付け句 出題：三春 （コオロギの自動販売機）

１）粉にすりゃ こおろぎゴキブリ分かりゃせぬ
松田 昌康

昆虫食が話題の時に、こんな業者がいては困る。

２）生きてると思って買った小学生 長尾 進一郎
コオロギを家で飼って観察しようと思ったが…。

３）平安の世に生まれれば鳴くだけで 下山 健夫
人間に食べられる受難の時代が来るとは。

４）秋の宵 虫の音愛でて味愛でる 長尾 進一郎
聴覚と味覚を同時に満たしてくれる稀有な存在。
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われ先に春の匂ひを嗅ぎつける

（晃也）
われ先に春の匂ひを嗅ぎつける



人知れず建造中の原潜か（昌康）



黒揚羽ひとさし舞うや雲がくれ
（三春）



• 寸 評：

• １）一葉の溜息きこゆ鼠坂 三 春
• 文学作品にも登場する風情ある文京区の坂道。
•
• ２）コロナ解け密も触るもお咎めなし 松田昌康
• 亀も久々に羽を伸ばしたが、早くも次の波が。

• ３）夏念仏雑念を断つ紅き花 矢澤正二
• 立並ぶ仏と清々しいコスモスをうまく句にした。

• ４）人知れず建造中の原潜か 松田昌康
• 不思議な形の建物はフードショップらしい。

• ５）黒揚羽ひとさし舞うや雲がくれ 三 春
• 写真を撮った時には蝶は画面から消えていた。


